
第 2回 阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会 
 

次 第 
 

                          日時：令和７年２月１９日（水） 

                                                   １０：００～１２：００ 

                          場所：矢吹町複合施設 KOKOTTO 

                            KOKOTTOホール 

 

１．開会 

 

２．挨拶 

 

３．委員紹介 

 

４．公開方法、傍聴規定について 

 

５．議事 

   （１）第 1回検討会の振り返りと地内利活用検討の進め方の確認 

          ①第 1回検討会の議事概要について 資料１ 

          ②地内利活用検討の進め方について 資料２ 

   

（２）地内利活用の方向性の検討  

  １）意向調査の実施結果の報告  

          ①住民意向調査の結果について 資料３ 

          ②企業意向調査の結果について 資料４ 

     ２）作業部会の検討結果について  

          ①第１～４回作業部会の開催概要について 資料５ 

     ３）地内利活用の方向性の検討 

          ①地内利活用の方向性（案）について                        資料６ 

 

６．その他 

   （１）情報提供  

          ①無人化除草機の実証実験について 資料７ 

②農地再整備に関する検討状況及び試験圃場の整備について 資料８ 

          

   （２）今後の予定について  

  

７．閉会 

以上 



＜配布資料＞ 

 

・第 2回阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会次第 

・第 2回阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会出席者名簿 

・第 2回阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会配席図 

・阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会に関する公開方法 

・阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会に関する傍聴規定 

・阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会設立趣意書 

・阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会規約 

・阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会委員名簿別表１・２ 

 

・資料１：「第１回 阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会 議事概要」 

 

・資料２：「上流遊水地群の地内利活用検討の進め方」 

 

・資料３：「住民意向調査の結果」 

 

・資料４：「企業意向調査の結果」 

 

・資料５：「第１～４回作業部会の開催概要」 

 

・資料６：「地内利活用の方向性（案）」 

  

・資料７：「無人化除草機の実証実験について」 

 

・資料８：「農地再整備に関する検討状況及び試験圃場の整備について」 

 

 

 

 

 



 
第２回 阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会 

 
出席者名簿 

 

１．阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会 委員         

氏 名 所 属 等 備 考 
市岡 綾子 日本大学 工学部 建築学科 専任講師  

川越 清樹 福島大学 共生システム理工学類 教授 委員長 

矢口 佳則 隈研吾建築都市設計事務所 設計室長 （ＷＥＢ） 

若杉 晃介 

国立研究開発法人 
農業・食品産業技術総合研究機構 
農地基盤情報研究領域 
農地整備グループ長補佐 

 

木賊 正男 鏡石町長  

蛭田 泰昭 矢吹町長  

須釡 泰一 玉川村長  

沖野 浩之 福島県 農林水産部長 代理：農林水産部技監 鈴木 幸則 

矢澤 敏幸 福島県 土木部長 代理：土木部参事 髙萩 俊 

小貫 薫 福島県 県中地方振興局長  

伊藤 智樹 福島県 県南地方振興局長  

望月 貴文 国土交通省 東北地方整備局  
福島河川国道事務所長 

 

敬称略 



〇 配席図 （矢吹町複合施設KOKOTTO KOKOTTOホール）
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「阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会」に関する公開方法 

 

 

１．会議の公開 

 

（１）会議、会議資料、議事概要は公開するものとする。ただし特段の 

理由があるときには、会議、会議資料及び議事概要を非公開とする 

ことができる。 

 

（２）前項ただし書きの場合においては、その理由を明示し、会議、会 

議資料及び議事概要の全部又は一部を非公開とすることができる。 

 

（３）作業部会の公開については、検討会への報告をもって替えるもの 

とする。 

 

２．議事概要 

阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会の議事について、事務局

が議事概要を作成するものとする。 

 

３．公開の方法 

会議資料及び議事概要はインターネットでの掲載等によるものと 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

「阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会」に関する傍聴規定 

 

 

 

１．「阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会」は公開とする。 

 

２．会議の公開は、会議の傍聴を認めることにより行うものとする。 

 

３．会議の傍聴は、次に定めるところにより実施するものとする。 

 

（１）傍聴人は、一般傍聴人と報道関係者とする。 

（２） 傍聴席は、一般傍聴人席と報道関係者席に区分するものとする。 

（３）一般傍聴人の定員は、会場の状況により委員長が判断するもの

とする。 

（４）次の事項に該当する者は傍聴席に入ることができない。 

ア 危険な物を携帯している者 

イ 張り紙、ビラ、プラカード、のぼりの類を携帯している者 

ウ 酒気を帯びていると認められる者 

エ その他委員会の会議を妨害し、又は他人に迷惑を及ぼすお

それがあると認められる者 

（５）傍聴人は、静粛を旨とし、次の事項を守らなければならない。 

ア 委員会の会議における言論に対し、拍手その他により公然

と可否を表明しないこと。 

イ 騒ぎ立てる等、委員会の会議を妨害しないこと。 

ウ 鉢巻き、腕章の類をする等の示威的行為をしないこと。 

エ 飲食又は喫煙をしないこと。 

オ 他人の迷惑となる行為をしないこと。 

カ その他委員会の秩序を乱し、又は議事の妨害となるような

行為はしないこと。 

（６）傍聴人は、委員会で秘密会とする議題があったときは、委員長

の指示により速やかに退場しなければならない。 

（７）傍聴人は、委員会の傍聴に当たっては、委員長及び事務局の指

示に従わなければならない。 

（８）委員長は、傍聴人が上記に違反したときは、これを退場させる

ことができる。 

 



 

阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会 設立趣意書 

 

令和元年台風第 19 号に伴う降雨では、阿武隈川上流域において平均

253mm の雨が激しく降り、戦後最大であった昭和 61 年（8.5 洪水）や平

成の大改修の契機となった平成 10 年（8.27 洪水）を上回る雨量が観測

されました。 

阿武隈川上流域および荒川においては、基準観測所７箇所中７箇所で

はん濫危険水位を超過し、特に本宮・阿久津（郡山市）・須賀川地点にお

いては、計画高水位を超過しました。 

阿武隈川上流（国管理区間）では、１箇所の堤防決壊と２５箇所にお

いて河川からの越水・溢水が発生し、浸水面積 約 3,200ha となる大規模

な浸水被害となりました。また、阿武隈川上流（福島県管理区間）では、

３０箇所の堤防決壊が発生しました。 

この災害に対して、関係機関が連携してとりまとめた「阿武隈川緊急

治水対策プロジェクト」を踏まえ、国・県・市町村が連携して築堤、河

道掘削、遊水地整備等の治水対策を概ね１０年で実施しています。 

阿武隈川緊急治水対策プロジェクトの一環として整備する上流遊水地

群において、地域振興に資する持続可能な地内利活用の方向性等を検討

し、地内利活用方針をとりまとめることを目的に、有識者等により構成

される阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会を設置します。 
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阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会 規約 

 

（設置） 

第１条 「阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会」（以下「検討会」と

いう。）を設置する。 

 

（目的） 

第２条 本検討会は、令和元年東日本台風をはじめとした近年の激甚な

水害や、気候変動による水害の激甚化・頻発化に備えて整備される「阿

武隈川上流遊水地群」における、地域振興に資する持続可能な地内利

活用の方向性等について検討し、地内利活用方針をとりまとめること

を目的とする。 

 

（検討会の対象地域） 

第３条 検討会は、一級水系阿武隈川上流遊水地群を対象とする。 

 

（検討会の組織等） 

第４条 検討会の委員は、福島河川国道事務所長が委嘱し、委員の構成は、

別表１の職にある者をもって構成する。 

２ 検討会には、委員長を置き、委員の互選により定める。 

３ 検討会は、検討会委員総数の二分の一以上の出席をもって成立する。

なお、行政機関委員が出席出来ない場合は、その行政機関に所属する

者を代理者として出席を認める。 

４ 委員長は検討会の議事進行を行う。 

５ 検討会は、委員長の了承のもと事務局が運営及び招集を行う。 

６ 委員長は、必要に応じて別表１の職にある者以外の者の出席を検討会

に求める事ができる。 

 

（検討会委員の任期） 

第５条 検討会の委員の任期は原則として２年とする。但し再任を妨げな

い。 

２ 補欠による委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（検討会の検討事項） 

第６条 検討会は、次の各号に掲げる事項を検討する。 
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１ 阿武隈川上流遊水地群における地内利活用の方向性等に関する事項 

２ その他、阿武隈川上流遊水地群における地内利活用に関して必要な事

項 

 

（作業部会） 

第７条 検討会は、第６条各号に掲げる事項について、自治体毎の特色の

ある意見を反映させ、且つ実務的な議論・検討を行い、その成果を検

討会へ報告するため、関係地域住民、関係機関、地元自治体等による

作業部会を設ける。 

２ 作業部会の委員は、福島河川国道事務所長が委嘱し、別表２の職にあ

る者をもって構成する。 

３ 作業部会は、作業部会委員総数の二分の一以上の出席をもって成立す

る。なお、やむを得ない場合には委員の代理者が出席できる。  

４ 作業部会の委員の任期は原則として２年とする。但し再任を妨げない。 

５ 補欠による委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

６ 作業部会は、事務局が招集、運営及び進行を行う｡ 

７ 事務局は、必要に応じて別表２の職にある者以外の者の出席を作業 

   部会に求める事ができる。 

 

（公開） 

第８条 検討会の公開方法については検討会で定める。 

 

（事務局） 

第９条 検討会及び作業部会の庶務を行うため、事務局を置く。 

２ 検討会及び作業部会の事務局は、福島河川国道事務所、福島県、鏡石

町、矢吹町及び玉川村で構成し主たる事務は福島河川国道事務所が行

う。 

 

（規約の改正） 

第１０条 本規約の改正は、検討会委員総数の三分の二以上の同意を得て

これを行う。 

 

（雑則） 

第１１条 この規約に定めるもののほか、検討会の議事の手続きその他運

営に関し必要な事項については、検討会で定めるものとする。 
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（附則） 

第１２条 本規約は、令和６年１月３０日から施行する。  
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別 表 １  

阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会 委員名簿 

 

      氏   名           所   属  等   

１    市岡
い ち お か

 綾子
あ や こ

     日本大学 工学部 建築学科 専任講師 

２    川越
か わ ご え

 清樹
せ い き

     福島大学 共生システム理工学類 教授 

３    矢口
や ぐ ち

 佳則
よ し の り

     隈研吾建築都市設計事務所 設計室長 

４    若杉
わ か す ぎ

 晃介
こ う す け

     国立研究開発法人農業・食品産業技術 

総合研究機構 農地基盤情報研究領域 

農地整備グループ長補佐 

５    木賊
と く さ

 正男
ま さ お

     鏡石町長 

６    蛭田
ひ る た

 泰
や す

昭
あ き

     矢吹町長 

７    須釡
す が ま

 泰一
や す い ち

     玉川村長 

８    沖野
お き の

 浩之
ひ ろ ゆ き

     福島県 農林水産部長 

9   矢澤
や ざ わ

 敏幸
と し ゆ き

     福島県 土木部長 

10   小貫
お ぬ き

 薫
かおる

      福島県 県中地方振興局長 

11   伊藤
い と う

 智樹
と も き

     福島県 県南地方振興局長 

12   望月
も ち づ き

 貴文
た か ふ み

     国土交通省 東北地方整備局  

福島河川国道事務所長 

 

     計１２名 

 

                           敬称略 
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別 表 ２  

阿 武 隈 川 上 流 遊 水 地 群 地 内 利 活 用 検 討 会 作 業 部 会  委 員 名 簿  

 

【 鏡 石 町 】  

 区   分  所        属  役  職  

1 

関 係 機 関  

鏡 石 町 商 工 会  会 長  

2 （ 一 社 ） かがみいし振 興 公 社  理 事 長  

3 夢 みなみ農 業 協 同 組 合  鏡 石 支 店  支 店 長  

４  Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 かがみいしスポーツクラブ 理 事 長  

5 
教 育 機 関  

福 島 県 立 岩 瀬 農 業 高 等 学 校  教 頭  

6 鏡 石 町 教 育 委 員 会 委 員  教 育 長 職 務 代 理 者  

7 

地 域 住 民  

鏡 石 町 区 長 協 議 会  
会 長  

8 委 員 （ 成 田 区 長 ）  

9 

水 害 から居 住 地 を守 る成 田 地 区 推 進 協 議 会  

会 長  

１

０  
副 会 長  

1１  委 員  

1２  鏡 石 町 魅 力 あるまちづくり実 行 委 員 会  実 行 委 員 長  

1３  鏡 石 東 部 工 業 団 地 「 まきば会 」  会 長  

1４  

行 政 機 関  

（ 鏡 石 町 ）  

総 務 課  課 長  

1５  企 画 財 政 課  課 長  

1６  産 業 課  課 長  

1７  都 市 建 設 課  課 長  

1８  教 育 課  課 長  

１

９  

行 政 機 関  

（ 県 ）  

福 島 県  県 中 地 方 振 興 局  企 画 商 工 部 長  

２

０  
福 島 県  県 中 農 林 事 務 所  企 画 部 長  

２

１  
福 島 県  県 中 建 設 事 務 所  企 画 管 理 部 長  

２

２  

行 政 機 関  

（ 国 ）  

国 土 交 通 省  東 北 地 方 整 備 局  

福 島 河 川 国 道 事 務 所  
事 業 対 策 官  
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別 表 ２  

阿 武 隈 川 上 流 遊 水 地 群 地 内 利 活 用 検 討 会 作 業 部 会  委 員 名 簿  

 

【 矢 吹 町 】  

 区   分  所        属  役  職  

1 

関 係 機 関  

矢 吹 町 商 工 会   会 長  

2 矢 吹 町 スポーツ協 会   会 長  

3 やぶき経 営 懇 話 会   会 長  

4 
夢 みなみ農 業 協 同 組 合  

しらかわ営 農 センター  

地 区 統 括 部 長  

兼 センター長  

5 

教 育 機 関  

福 島 県 立 光 南 高 等 学 校   教 頭  

6 福 島 県 農 業 総 合 センター農 業 短 期 大 学 校   副 校 長  

7 矢 吹 町 教 育 委 員 会 委 員   職 務 代 理 者  

8 

地 域 住 民  

矢 吹 町 区 長 会   会 長  

9 三 城 目 総 区   総 区 長  

１ ０  三 城 目 地 区 遊 水 地 対 策 協 議 会  会 長  

１ １  三 城 目 地 区 遊 水 地 対 策 協 議 会  副 会 長  

12 三 城 目 地 区 遊 水 地 対 策 協 議 会  副 会 長  

13 

行 政 機 関  

（ 矢 吹 町 ）  

企 画 ・ デジタル推 進 課   課 長  

14 まちづくり推 進 課    課 長  

15 商 工 観 光 課   課 長  

16 都 市 整 備 課   課 長  

１ ７  教 育 振 興 課   課 長  

18 生 涯 学 習 課   課 長  

19 
行 政 機 関  

（ 県 ）  

福 島 県  県 南 地 方 振 興 局   
次 長  

兼 企 画 商 工 部 長  

20 福 島 県  県 南 農 林 事 務 所   企 画 部 長  

21 福 島 県  県 南 建 設 事 務 所  企 画 管 理 部 長  

22 
行 政 機 関  

（ 国 ）  

国 土 交 通 省  東 北 地 方 整 備 局   

福 島 河 川 国 道 事 務 所  
事 業 対 策 官  
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別 表 ２  

阿 武 隈 川 上 流 遊 水 地 群 地 内 利 活 用 検 討 会 作 業 部 会  委 員 名 簿  

 

【 玉 川 村 】  

 区   分  所        属  役  職  

1 

関 係 機 関  

玉 川 村 商 工 会    会 長  

2 玉 川 村 観 光 物 産 協 会    会 長  

3 夢 みなみ農 業 協 同 組 合  玉 川 支 店    支 店 長  

4 玉 川 村 区 長 会    会 長  

5 
スポーツ 

関 係  

一 般 社 団 法 人 cycle village 

TAMAKAWA   
代 表 理 事  

6 NPO 法 人 たまかわ元 気 スポーツクラブ  理 事 長  

7 玉 川 村 スポーツ協 会    副 会 長  

8 教 育 機 関  玉 川 村 教 育 委 員   
教 育 長  

職 務 代 理 者  

9 

地 域 住 民  

小 高 行 政 区  区 長  

10 中 行 政 区  区 長  

11 竜 崎 行 政 区  区 長  

12 女 性 から見 たまちづくり研 究 会   代 表  

13 

行 政 機 関  

（ 玉 川 村 ）  

総 務 課    課 長  

14 企 画 政 策 課   課 長  

15 産 業 振 興 課   課 長  

１ ６  地 域 整 備 課   課 長  

１ ７  公 民 館    館 長  

１ ８  

行 政 機 関  

（ 県 ）  

福 島 県  県 中 地 方 振 興 局   企 画 商 工 部 長  

１ ９  福 島 県  県 中 農 林 事 務 所   企 画 部 長  

２

０  
福 島 県  県 中 建 設 事 務 所  企 画 管 理 部 長  

２ １  
行 政 機 関  

（ 国 ）  

国 土 交 通 省  東 北 地 方 整 備 局   

福 島 河 川 国 道 事 務 所  
事 業 対 策 官  
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